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1　大津市総合計画とは

大津市総合計画は、本市行政を総合的かつ計画的に推進していくための、全ての行政分野にわ

たる全体的かつ長期的で、最も上位に位置づけられる計画です。行政各分野の計画は、総合計画

の考え方に基づいて策定します。

（1）総合計画の根拠
総合計画の基本構想は地方自治法の定めにより策定するものでしたが、平成23年8月の地方

自治法の一部改正により、市町村における基本構想策定の義務づけがなくなりました。このこと

は基本構想が不要ということではなく、自治体の主体的な取組に委ねられました。

本市では、少子高齢化や人口減少社会、厳しい社会経済情勢の中、多様化する市民のニーズに

応えるために、本市が進むべき方向を定め、市民の皆様と共有する将来像（ビジョン）を設定

し、計画的に事業を推進することが必要と考え、平成29年度を始期とする総合計画基本構想、

及びその第1期実行計画を策定してきました。

（2）基本構想と実行計画の関係　
計画は、「基本構想」と「実行計画」で構成しています。「基本構想」は、今後のまちづくりに

おいて目指す姿である将来都市像と、その実現のための方針や政策等を定めた長期的な構想で、

計画期間は平成29年度から令和10年度までの12年間と定めています。

「実行計画」は、基本構想に掲げられた将来都市像等を実現するために、基本構想の計画期間

を4年ごと、3期に分割し、各期間で取り組む具体的施策等を示したものです。実行計画は、基

本構想を実現するために必要な施策や視点を体系づけた「基本計画部分」と、さらにそれを具体

的な事業として、主な取組を示した「実施計画部分」で構成しています。

基本構想

実行計画

（基本計画部分）
施策の動向と課題、施策目標、

取組の方向性

基本構想
平成29年度～令和10年度
2017年度～2028年度

（12年間）

第1期実行計画
H29～R2

2017～2020
（4年間）

第2期実行計画
R3～R6

2021～2024
（4年間）

第3期実行計画
R7～R10

2025～2028
（4年間）

（実施計画部分）
施策の指標、主な取組

図1-1　大津市総合計画の構成と計画期間
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第1期実行計画が令和2年度に終了することから、これまでの成果や課題、その間の社会経済

環境の変化を踏まえたうえで、第2期実行計画を策定します。
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2　大津市の現況

（1）人口の動向
平成31年4月1日現在の本市の人口は、342,695人となっており、平成27年度に策定した

第1期大津市人口ビジョンに掲げた目標人口340,811人を上回っています。しかし、将来推計

人口では、全国や滋賀県と同様に、減少していくことが見込まれています。

今後は、より一層少子高齢化が進むことが想定されており、第2期大津市まち・ひと・しごと

創生総合戦略＊を定め、人口減少問題への取組を進め、将来展望人口＊を目指します。
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図1-2　大津市の将来展望人口
出典：第２期大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年４月策定）
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（2）財政状況
本市の財政状況を地方公共団体の財政状況を示す指標で見ると、平成30年度の財政力指数＊は

0.82、経常収支比率＊は91.1％であり、中核市平均と比較すると、本市の財政状況は平均以上

となっています。

財政健全化法に基づく健全化判断比率＊は、いずれも早期健全化基準を大きくクリアしており、

健全段階にあるといえます。

一方で、新型コロナウイルス感染症＊の影響により、地方経済はきわめて厳しい状況にあるこ

とから、市税収入の減少や地方消費税交付金の減収等、本市も厳しい財政状況に直面することが

予想されます。

図1-3　財政指標の推移（中核市平均との比較）

出典：総務省「地方公共団体の主要財政指標一覧」
※中核市平均は、中核市市長会「都市要覧」より作成
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大津市－財政力指数 中核市平均－財政力指数

大津市－経常収支比率 中核市平均－経常収支比率

実質赤字比率 連結実質 
赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

大津市 発生しない 発生しない 2.1％ 発生しない 発生しない

早期健全化基準 
（イエローカード） 11.25％ 16.25％ 25.0％ 350.0％ 20.0％

財政再生基準 
（レッドカード） 20.00％ 30.00％ 35.0％ － －

表1-1　財政健全化法による健全化判断比率の状況（令和元年度）
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3　まちづくりに関する市民意識の把握

（1）令和元年度市民意識調査の概要
実行計画に基づいて実施している取組に対する満足度、重要度、進捗度を把握するため、まち

づくりに関する市民意識調査を実施しています。

令和元年度に実施した調査では、第1期実行計画の取組に対する市民意識の傾向をみるととも

に、本市が取り組むべき施策について把握を行いました。

（2）施策の満足度・重要度からみるまちづくりの評価
第1期実行計画の40の各施策について、市民が思う満足度と重要度を5段階により評価（点数

化）し、両者の相関関係をもとに下図のように4つに分類しました。

調査対象 市内に居住する18歳以上の男女、3,000人

調査方法 郵送による配布、郵送・Webによる回収

調査期間 調査票発送：令和元年9月 5 日（木）
回 収 期 限：令和元年9月24日（火）

有効回収数及び有効回収率 1,212件（40.4%）

表1-2　令和元年度市民意識調査の概要

図1-4　市民の関心から判断する施策の位置づけ

B群

優先・充実施策

満足度：低
重要度：高

A群

維持・向上施策
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D群

改善施策
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重要度：低

C群

現状維持施策
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重要度：低
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高
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要
度

低
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この分類のうち、重要度が平均を上回っているにも関わらず、満足度が平均を下回っているも

のである「優先・充実施策」（下図のB群）には、「子どもを守る仕組み」、「高齢者福祉・介護」、

「障害者福祉」、「社会保障」、「公共交通」に関わる5つの施策が該当しました。この5つの施策に

ついては、前回の平成27年度の市民意識調査と比較すると、「子どもを守る仕組み」が新たに該

当し、他の4つの施策は引き続き該当したものです。

この市民意識調査の傾向等を踏まえた上で、基本構想の基本方針に沿って計画をより一層推し

進めるため、先導的、重点的、横断的に取り組む事業等を「リーディングプロジェクト」に位置

付けます。

1 子育て環境1 子育て環境

2 出産・育児支援2 出産・育児支援

3 いじめ対策3 いじめ対策
4 子どもを守る仕組み4 子どもを守る仕組み

5 子どもの教育5 子どもの教育

6 高齢者福祉・介護6 高齢者福祉・介護

7 障害者福祉7 障害者福祉

8 社会保障8 社会保障
9 健康・地域医療9 健康・地域医療

10 保健衛生10 保健衛生

11 学校給食・食育11 学校給食・食育

12 生涯学習12 生涯学習
13 青少年育成13 青少年育成

14 市民協働14 市民協働
15 人権・平和15 人権・平和

16 女性活躍16 女性活躍

17 大学連携17 大学連携

18 国内外からの誘客18 国内外からの誘客

19 多文化共生・国際交流19 多文化共生・国際交流

20 自然環境20 自然環境

21 環境教育21 環境教育

22 歴史・文化遺産22 歴史・文化遺産

23 景観23 景観

24 スポーツ24 スポーツ

25 文化・芸術25 文化・芸術

26 防災26 防災

27 防犯・生活安全27 防犯・生活安全

28 消防・救急28 消防・救急

29 ライフライン29 ライフライン

30 都心再生・地域形成30 都心再生・地域形成

31 公共交通31 公共交通

32 住環境32 住環境

33 商工業33 商工業

34 農林水産業34 農林水産業

35 就労支援・働き方35 就労支援・働き方 36 再生可能エネルギー36 再生可能エネルギー

37 循環型社会・埋立て規制37 循環型社会・埋立て規制

38 行財政改革38 行財政改革

39 公共施設マネジメント39 公共施設マネジメント

40 開かれた市政40 開かれた市政
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図1-5　施策別重要度と満足度の関係
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